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●乞巧奠（きっこうでん）

乞は、欲する

巧は、技

奠は、祭り

●棚機つ女（たなばたつめ）











梶の葉





七夕のおまじない

〇七夕の朝、さといもの葉の露を集めて

墨をすり願い事を書くと、叶う

〇７月７日に、７回同じことをすると、

良いことがある。





２つのお月見

十五夜・中秋の名月

旧暦８月１５日の月 「芋名月」

十三夜

旧暦８月１３日の月 「栗名月」

↓

（二つの月見をすると良いことがある）



お月見のおまじない

十五夜には、他の人の家の月見団子を

盗んで食べてもいい。

盗まれた家には福が来る。

↓

照明のなかった時代、満月の夜は

とても明るかったことでしょう。

こどもや若者に羽目を外させてあげよう

という風習だったのでは？



おいしい行事絵本シリーズ

「おつきみパーティまんまるまんまる」

レシピ提供：管理栄養士 川島雅子さん

食育目標

「こどもが食に興味を持ち、

食べることの喜びや大切さを知る」



和食中心の給食

ワクワクするような行事食

郷土料理の取組み

↓

喜びにつながるような食育活動



郷土料理

保護者にアンケートをとり、

教えてもらった郷土料理の一つ

さといもだんご

（岐阜県の郷土料理）



さといもだんご



とうふだんごとかぼちゃだんごのうさぎ





収穫を祝う行事
亥の子

旧暦１０月の亥（イノシシ）の日に行われる

主に西日本で行われる



亥の子餅 （和歌山）



和歌山の行事と食について
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和歌山の食
秋のころの郷土料理

高野町：亥の子に食べる「いんのこもち」

熊野灘：さつまいもで作る「いももち」

熊野地方：「めはる寿司」



めはる寿司



和歌山の行事食の例として

「めはる寿司」

高菜の浅漬けでくるんだ新米のおむすび

ウルメイワシ

旬の野菜スープ

畑のもの、田のもの、海のものをいただく

↓

恵みに感謝



行事は伝承文化

地域に伝承されている「祝い方」「行事食」

↓

園で保育に取り入れ

おいしく楽しく食べる

↓

その土地の文化を伝えることになり

こどもたちに地域への親しみを育てる



ワクワクする行事食を！


